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ウルトラキャパシタ材料および
ウルトラキャパシタ
アモルファスチタニアを用いて、より大容量の蓄電が
可能に

近年、高機能IT製品および電気自動車用バッテリが急速に進化し、よ
り一層小型で大容量かつメモリ等の高機能を有するコンデンサ（キャパシ
タ）の需要が高まっている。このようなコンデンサとしては、固体で、健康に
無害で、安価な材料が求められている。しかしながら、固体による電気二
重層キャパシタはまだ使用されていない。また、アモルファスチタニアやアモル
ファスフッ素ポリマーの表面にナノサイズの凹凸が形成され、量子サイズ効
果を利用した蓄電材料が開発されている。しかし、アモルファスチタニアを用
いた蓄電 材料は蓄電容量が小さいという課題があった。
本発明によって、アモルファスチタニアを用いた、より大容量の蓄電が可能
なウルトラキャパシタ材料およびウルトラキャパシタを提供することが可能に
なった。
本発明は、Tiと弁金属とを含み、表面にTiO6を主成分とするアモルファ
スのウルトラキャパシタ材料から成る複数の凹凸を有している。

概要

【効果】
アモルファスチタニアを用いた個体の蓄電材料で、より大容量の蓄電が可能
【応用例】
 パソコンや携帯電話等のモバイル電子機器
 電気自動車用バッテリ

東北大学技術紹介

性能・特徴等

効果・応用例

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

【左図】ウルトラキャ
パシタ材料の分子
構造を示す斜視図
および電気分布定
数回路

【上図】ウルトラキャパシタ材料の
表面でのX線回折パターン
【下図】ウルトラキャパシタ材料の
直列接合での蓄電容量Csおよ
び並列接合での蓄電容量Cpの
周波数特性
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